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ミコちゃんの小犬
こいぬ

は、ほんとうに可愛
かわい

いものです。丸々
まるまる

と太
ふと

った

体
からだ

には、綿
めん

のように 柔
やわら

かい毛
け

がふかふかと生
は

えています。 

名前
な ま え

はポールと言
い

います。これはミコちゃんが、三日
み っ か

も考
かんが

えてつ

けたのでした。ポールと言
い

うのは、フランスの美
うつく

しいお歌
うた

を作
つく

る

先生
せんせい

のお名前
な ま え

です。 

ミコちゃんはポールが大好
だいす

きです。ポールもミコちゃんの言
い

うこと

は何
なん

でも良
よ

く聞
き

きます。又
また

ミコちゃんの行
い

く 所
ところ

へは、どんな 所
ところ

で

も家来
けらい

のように従
つ

いて行きます。 

「ポール！ ポール。」 

と呼
よ

ぶと、どこにいてもポールは一目散
いちもくさん

に駈
か

けて来
き

て、ミコちゃ

んの命令
めいれい

を待
ま

っています。 

御近所
ごきんじょ

のおばさん達
たち

も、ポールを見
み

ると 

「可愛
かわい

いポール。可
かわい

愛いポール。」 

と呼
よ

んでは、ポールの一等好
いっとうす

きなカルケットをごちそうしてくれま

す。そしてミコちゃんを見
み

ると 

「なんと言
い

うお利口
りこう

なミコちゃんでしょう。」と言
い

って、口々
くちぐち

にほ

めてくれるのです。それはポールがまだミコちゃんのお家
うち

へ来
こ

ない

前
まえ

ポールを助
たす

けてやったからです。 



 

ミコちゃんがポールを助
たす

けたのは、雪
ゆき

でも降
ふ

りそうな寒
さむ

い日
ひ

の

夕方
ゆうがた

でした。お父様
とうさま

のお手紙
てがみ

を持
も

ってミコちゃんはポストまで行
い

か

なければなりませんでした。北風
きたかぜ

がヒューヒュー吹
ふ

いて手
て

でも足
あし

で

も凍
こお

ってしまいそうです。それでも元気
げんき

よく駈
か

けて行
い

きました。 

すると赤
あか

いポストの横
よこ

で、大勢
おおぜい

の人
ひと

が、何
なに

か口々
くちぐち

にわいわいと

言
い

っています。それに混
ま

じって大変悲
たいへんかな

しそうな犬
いぬ

の声
こえ

も聞
き

えて来
く

る

のでした。 

どうしたのかしら？ と思
おも

って側
がわ

へ近寄
ちかよ

って見
み

ると、それは

野犬狩
やけんかり

をしているのでした。 

この寒
さむ

いのに、一人
ひとり

は 頭
あたま

に穴
あな

のあいた麦藁帽子
むぎわらぼうし

をかむって、太
ふと

い棒
ぼう

を持
も

っています。もう一人
ひとり

はベトベトとよごれたオーバアを着
き

て、恐
おそ

ろしい眼
め

つきであたりをにらんでいます。手
て

には強
つよ

そうな綱
つな

を持
も

っています。 

すぐ横
よこ

には荷車
にぐるま

が一台止
いちだいと

めてあります。荷車
にぐるま

の上
うえ

には、大
おお

きな

箱
はこ

がのせてあって、犬をつかまえると、この箱
はこ

の中
なか

へ押し込
こ

んでし

まうのです。 

恐
おそ

ろしい眼
め

つきをした 男
おとこ

が言
い

いました。 

「まだ朝
あさ

から二十匹
にじゅうぴき

しか捕
つか

まらんぞ。」 

穴
あな

あき帽子
ぼうし

をかむった方
ほう

が答
こた

えました。 

「うん。もう十 匹
じゅうぴき

は捕
と

りたいなあ。」 
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